
(57)【要約】

【課題】送信パケットで使用されるリソースブロックと

再送パケットで使用されるリソースブロックとの対応関

係を用いることにより、再送時の特性向上を図ることを

目的とする。

【解決手段】再送機能を有する無線通信装置１０は、送

信パケットで使用されるリソースブロックと、再送パケ

ットで使用されるリソースブロックとの対応関係を格納

するパターン格納部１０３；及び前記対応関係に基づい

て再送パケットを構成するパケットスケジューリング部

１０５；を有する

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク で 送 信 さ れ る 送 信 パ ケ ッ ト に 誤 り が 検 出 さ れ た と き に 再 送 パ ケ
ッ ト を 送 信 す る 再 送 機 能 を 有 す る 無 線 通 信 装 置 で あ っ て ：
　 送 信 パ ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 、 再 送 パ ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ
ロ ッ ク と の 対 応 関 係 を 格 納 す る パ タ ー ン 格 納 部 ； 及 び
　 前 記 対 応 関 係 に 基 づ い て 再 送 パ ケ ッ ト を 構 成 す る パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 ；
　 を 有 す る 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 パ タ ー ン 格 納 部 は 、 最 大 再 送 回 数 ま で の 送 信 に 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク の 対 応
関 係 を 格 納 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 パ タ ー ン 格 納 部 は 、 第 ｎ 回 目 の 送 信 の と き に 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 第 ｎ ＋
１ 回 目 の 送 信 の と き に 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の 対 応 関 係 を 格 納 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ タ ー ン 格 納 部 は 、 送 信 側 無 線 通 信 装 置 及 び 受 信 側 無 線 通 信 装 置 で 共 通 に 有 す る 変
数 に 基 づ く 対 応 関 係 を 格 納 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 無 線 通 信 装 置 は 、 送 信 側 無 線 通 信 装 置 及 び 受 信 側 無 線 通 信 装 置 で 一 意 的 に 決 定 さ れ
た 対 応 関 係 を 前 記 パ タ ー ン 格 納 部 に 予 め 格 納 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線
通 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 無 線 通 信 装 置 は 、 前 記 パ タ ー ン 格 納 部 に 格 納 さ れ た 対 応 関 係 を シ ス テ ム 情 報 と し て
報 知 チ ャ ネ ル で 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 無 線 通 信 装 置 は 、 前 記 パ タ ー ン 格 納 部 に 格 納 さ れ た 対 応 関 係 を レ イ ヤ ３ シ グ ナ リ ン
グ と し て 共 有 デ ー タ チ ャ ネ ル で 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置
。
【 請 求 項 ８ 】
　 送 信 側 無 線 通 信 装 置 か ら 複 数 の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク で 送 信 さ れ た 送 信 パ ケ ッ ト に 、 受 信 側
無 線 通 信 装 置 で 誤 り を 検 出 し た と き に 、 該 送 信 側 無 線 通 信 装 置 か ら 再 送 パ ケ ッ ト を 送 信 す
る 方 法 で あ っ て ：
　 前 記 送 信 側 無 線 通 信 装 置 及 び 前 記 受 信 側 無 線 通 信 装 置 は 、 送 信 パ ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ
ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 、 再 送 パ ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の 対 応 関 係 を 格 納 す る
ス テ ッ プ ；
　 前 記 送 信 側 無 線 通 信 装 置 は 、 再 送 パ ケ ッ ト を 送 信 す る と き に 、 前 記 対 応 関 係 に 基 づ い て
再 送 パ ケ ッ ト を 構 成 し 、 前 記 受 信 側 無 線 通 信 装 置 に 前 記 再 送 パ ケ ッ ト を 送 信 す る ス テ ッ プ
； 及 び
　 前 記 受 信 側 無 線 通 信 装 置 は 、 前 記 対 応 関 係 に 基 づ い て 、 再 送 の 誤 り を 検 出 す る ス テ ッ プ
；
　 を 有 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク を 用 い て 再 送 を 行 う 無 線 通 信 装 置 及 び 方 法 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ハ イ ブ リ ッ ド Ａ Ｒ Ｑ と は 、 既 存 の Ａ Ｒ Ｑ 機 能 （ 誤 り 検 出 ・ 再 送 機 能 ） に 誤 り 訂 正 技 術 を
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加 え た 技 術 の こ と を い う 。 ハ イ ブ リ ッ ド Ａ Ｒ Ｑ で は 、 予 め 誤 り 訂 正 符 号 を 送 信 す る こ と で
誤 り 訂 正 を 行 い 、 パ ケ ッ ト 再 送 回 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ハ イ ブ リ ッ ド Ａ Ｒ Ｑ に は 、 図 １ に 示 す ２ 種 類 の 方 式 が 存 在 す る 。 一 方 は 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ （
Synchronous ARQ） と 呼 ば れ 、 他 方 は 非 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ （ Asynchronous ARQ） と 呼 ば れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ と は 、 予 め 決 め ら れ た 再 送 タ イ ミ ン グ で 再 送 を 行 う こ と を い い 、 例 え ば ＃
０ （ Ｓ ０ ０ ） の 送 信 パ ケ ッ ト が 誤 り と し て 検 出 さ れ た と き に 、 そ の 再 送 は ＃ ０ （ Ｓ １ ０ ）
、 ＃ ０ （ Ｓ ２ ０ ） で の み 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 Ｒ Ｔ Ｔ （ Round Trip Time： 制 御
ル ー プ 遅 延 と も い う ） の 整 数 倍 の フ レ ー ム で 再 送 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ の 利 点 に は 、 再 送 タ イ ミ ン グ が 予 め 決 め ら れ て い る た め 、 再 送 パ ケ ッ
ト の 元 の 送 信 パ ケ ッ ト を 示 す プ ロ セ ス 番 号 を 制 御 ビ ッ ト と し て 送 信 す る 必 要 が な く 、 オ ー
バ ー ヘ ッ ド が 低 減 で き る と い う 点 が あ る 。 ま た 、 処 理 が 簡 単 で あ る と い う 利 点 も あ る 。 し
か し 、 再 送 タ イ ミ ン グ に 制 約 が あ る た め 、 Ｔ Ｔ Ｉ （ Transmission Time Interval） に 割 り
当 て る と き の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 柔 軟 性 が 小 さ い と い う 欠 点 が あ る 。 更 に 、 １ Ｒ Ｔ Ｔ 後 に
送 る こ と が で き な か っ た 場 合 に は 、 最 低 で も ２ Ｒ Ｔ Ｔ 後 に 送 信 す る 必 要 が あ り 、 遅 延 が 増
大 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 非 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ と は 、 １ Ｒ Ｔ Ｔ 後 で あ れ ば 再 送 パ ケ ッ ト を い つ で も 送 信 で き 、 再 送 タ イ
ミ ン グ が 決 め ら れ て い な い 再 送 の こ と を い い 、 例 え ば ＃ ０ （ Ａ ０ ０ ） の 送 信 パ ケ ッ ト が 誤
り と し て 検 出 さ れ た と き に 、 そ の 再 送 は （ Ａ １ ０ ） 以 降 の 如 何 な る Ｔ Ｔ Ｉ で 再 送 を 行 っ て
も よ い 。 す な わ ち 、 １ Ｒ Ｔ Ｔ 以 降 の 如 何 な る Ｔ Ｔ Ｉ （ Ａ １ ０ ～ Ａ ２ ５ ） で 再 送 を 行 っ て も
よ い 。 非 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ は Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ に お い て 使 用 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 非 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ の 利 点 に は 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 柔 軟 性 が 大 き い と い う 点 が あ る 。
ま た 、 １ Ｒ Ｔ Ｔ 後 に 送 信 で き な か っ た と き に は 、 ２ Ｒ Ｔ Ｔ 後 で は な く （ Ｒ Ｔ Ｔ ＋ １ ） 後 に
送 信 が で き る た め 、 遅 延 の 増 大 が 生 じ る 可 能 性 が 小 さ い 。 一 方 、 処 理 が 複 雑 に な る と い う
欠 点 が あ る 。 ま た 、 プ ロ セ ス 番 号 を 制 御 ビ ッ ト と し て 送 信 す る 必 要 が あ り 、 オ ー バ ー ヘ ッ
ド が 増 大 す る と い う 欠 点 も あ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 3GPP TS 25.212, “ Multiplexing and channel coding (FDD)”
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 複 数 の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ る 周 波 数 領 域 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 用 い た 場 合 に 、 上
記 の 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ 及 び 非 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ を 使 用 し て 再 送 を 行 う と 、 次 の よ う な 問 題 が 生 じ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ で は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 同 じ リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク （ 周 波 数 ブ ロ ッ ク
） を 使 用 し て 再 送 を 行 う た め 、 そ の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク の 通 信 品 質 が 悪 い 場 合 に 、 再 送 時 に
誤 り が 再 検 出 さ れ る 可 能 性 が 高 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 非 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ で は 最 適 な リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク を 使 用 し て 再 送 す る こ と も で き る が
、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す １ Ｒ Ｔ Ｔ 以 降 の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク の う ち 何 が 使 用 さ れ る か が 再 送 毎 に
変 わ る た め 、 非 常 に 処 理 が 複 雑 化 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 技 術 の 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 送 信 パ ケ ッ ト で
使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 再 送 パ ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の 対 応 関 係
を 用 い る こ と に よ り 、 再 送 時 の 特 性 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 前 記 の 目 的 は 、 複 数 の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク で 送 信 さ れ る 送 信 パ ケ ッ ト に 誤 り が 検
出 さ れ た と き に 再 送 パ ケ ッ ト を 送 信 す る 再 送 機 能 を 有 す る 無 線 通 信 装 置 で あ っ て ： 送 信 パ
ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 、 再 送 パ ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と
の 対 応 関 係 を 格 納 す る パ タ ー ン 格 納 部 ； 及 び 前 記 対 応 関 係 に 基 づ い て 再 送 パ ケ ッ ト を 構 成
す る パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 ； を 有 す る 無 線 通 信 装 置 、 に よ り 解 決 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 前 記 の 目 的 は 、 送 信 側 無 線 通 信 装 置 か ら 複 数 の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク で 送 信
さ れ た 送 信 パ ケ ッ ト に 、 受 信 側 無 線 通 信 装 置 で 誤 り を 検 出 し た と き に 、 該 送 信 側 無 線 通 信
装 置 か ら 再 送 パ ケ ッ ト を 送 信 す る 方 法 で あ っ て ： 前 記 送 信 側 無 線 通 信 装 置 及 び 前 記 受 信 側
無 線 通 信 装 置 は 、 送 信 パ ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 、 再 送 パ ケ ッ ト で 使 用 さ
れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の 対 応 関 係 を 格 納 す る ス テ ッ プ ； 前 記 送 信 側 無 線 通 信 装 置 は 、 再
送 パ ケ ッ ト を 送 信 す る と き に 、 前 記 対 応 関 係 に 基 づ い て 再 送 パ ケ ッ ト を 構 成 し 、 前 記 受 信
側 無 線 通 信 装 置 に 前 記 再 送 パ ケ ッ ト を 送 信 す る ス テ ッ プ ； 及 び 前 記 受 信 側 無 線 通 信 装 置 は
、 前 記 対 応 関 係 に 基 づ い て 、 再 送 の 誤 り を 検 出 す る ス テ ッ プ ； を 有 す る 方 法 、 に よ っ て も
解 決 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 願 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 再 送 時 に 周 波 数 ダ イ バ ー シ チ 効 果 を 得 る こ
と が で き 、 再 送 の 特 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 従 っ た 再 送 方 法 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 上 記 の 同 期 型 Ａ Ｒ Ｑ と
は 異 な り 、 本 発 明 は 、 元 の 送 信 パ ケ ッ ト （ 初 回 送 信 パ ケ ッ ト と い う ） と 再 送 パ ケ ッ ト と で
異 な る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク （ 周 波 数 ブ ロ ッ ク ） を 使 用 す る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 初 回
送 信 パ ケ ッ ト と 再 送 パ ケ ッ ト と は 予 め 決 め ら れ た 順 序 で リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク が 入 れ 替 え ら れ
て お り 、 こ の 対 応 関 係 を 送 信 側 無 線 通 信 装 置 と 受 信 側 無 線 通 信 装 置 と で 予 め 格 納 し て お く
。 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 送 信 側 無 線 通 信 装 置 は 予 め 定 め ら れ た 対 応 関 係 に 基 づ い て 再
送 パ ケ ッ ト を 構 築 し 、 １ Ｒ Ｔ Ｔ 後 に 受 信 側 に 送 信 す る 。 受 信 側 無 線 通 信 装 置 は 対 応 関 係 に
基 づ い て 誤 り 検 出 （ 及 び 誤 り 訂 正 ） を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 再 送 パ ケ ッ ト に 周 波 数 ホ ッ ピ ン グ を 適 用 す る こ と に よ り 、 再 送 時 に 周 波 数
の 異 な る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク で 送 信 す る た め 、 周 波 数 ダ イ バ ー シ チ 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 構 成 例 ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 通 信 シ ス テ ム の 構 成 図 を 示 す 図 で あ る 。 通 信 シ ス テ ム は 、
図 ４ （ ａ ） に 示 す 送 信 側 無 線 通 信 装 置 （ 送 信 部 ） １ ０ と 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 受 信 側 無 線 通
信 装 置 （ 受 信 部 ） １ ２ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 送 信 側 無 線 通 信 装 置 １ ０ は 、 典 型 的 に は 無 線 通 信 シ ス テ ム の 基 地 局 に 使 用 さ れ る が 、 移
動 局 の よ う な 別 の 装 置 に 使 用 さ れ て も よ い 。 送 信 側 無 線 通 信 装 置 １ ０ は 、 パ タ ー ン 格 納 部
１ ０ ３ と 、 パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 １ ０ ５ と 、 チ ャ ネ ル 符 号 化 部 １ ０ ７ と 、 デ ー タ 変
調 部 １ ０ ９ と 、 無 線 リ ソ ー ス 割 り 当 て 部 １ １ １ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 パ タ ー ン 格 納 部 １ ０ ３ は 、 送 信 パ ケ ッ ト で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 再 送 パ ケ ッ ト
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で 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の 対 応 関 係 を 格 納 す る 。 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 パ タ ー
ン 格 納 部 は 、 最 大 再 送 回 数 ま で の 送 信 に 使 用 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク の 対 応 関 係 を 予 め 格
納 し て お い て も よ く 、 初 回 送 信 パ ケ ッ ト か ら 再 送 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク の 割 り 当 て
パ タ ー ン を 生 成 す る こ と が で き る 所 定 の 対 応 関 係 を 格 納 し て お い て も よ い 。 パ ケ ッ ト ス ケ
ジ ュ ー リ ン グ 部 １ ０ ５ は 、 各 ユ ー ザ か ら の デ ー タ を 受 け 取 り 、 送 信 パ ケ ッ ト 又 は 再 送 パ ケ
ッ ト を 構 成 す る 。 初 回 送 信 時 に は 、 信 号 品 質 の よ う な フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 に 基 づ い て 、 各
ユ ー ザ か ら の デ ー タ を リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク ＃ １ ～ ＃ Ｎ に 割 り 当 て る ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 行 う
。 ま た 、 再 送 時 に は （ 受 信 側 無 線 通 信 装 置 か ら 再 送 要 求 信 号 を 受 け 取 っ た 場 合 ） 、 各 ユ ー
ザ か ら の デ ー タ を 、 パ タ ー ン 格 納 部 １ ０ ３ に 格 納 さ れ て い る 対 応 関 係 に 基 づ い て 再 送 パ ケ
ッ ト に 構 成 す る 。 例 え ば 、 再 送 パ ケ ッ ト の 場 合 に は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 初 回 送 信
パ ケ ッ ト と 異 な る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク を 使 用 す る よ う に 並 び 替 え を 行 う 。 チ ャ ネ ル 符 号 化 部
１ ０ ７ は 、 パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 １ ０ ５ で 構 成 さ れ た 送 信 デ ー タ （ 送 信 パ ケ ッ ト 又
は 再 送 パ ケ ッ ト ） を 何 ら か の 符 号 化 ア ル ゴ リ ズ ム に 従 っ て 符 号 化 す る 。 デ ー タ 変 調 部 １ ０
９ は 、 チ ャ ネ ル 符 号 化 部 １ ０ ７ で 符 号 化 さ れ た デ ー タ を 変 調 す る 。 デ ー タ 変 調 は 各 リ ソ ー
ス ブ ロ ッ ク に 適 し た 変 調 方 式 を 使 用 し て 変 調 を 行 う 。 例 え ば 、 Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ 、 １ ６ Ｑ Ａ Ｍ 、 ６
４ Ｑ Ａ Ｍ の よ う な 様 々 な 変 調 が 用 い ら れ る 。 無 線 リ ソ ー ス 割 り 当 て 部 １ １ １ は 、 パ ケ ッ ト
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 １ ０ ５ で 構 成 さ れ た ス ケ ジ ュ ー リ ン グ に 基 づ い て 、 リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク
＃ １ ～ ＃ Ｎ へ の 割 り 当 て を 行 う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 共 通 制 御 チ ャ ネ ル は 、 後 述 す る よ う に 、 パ タ ー ン 格 納 部 １ ０ ３ に 格 納 さ れ て い る
対 応 関 係 を 報 知 チ ャ ネ ル で 受 信 側 無 線 通 信 装 置 に 送 信 す る 場 合 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 受 信 側 無 線 通 信 装 置 １ ２ は 、 無 線 リ ソ ー ス 割 り 当 て 部 １ ２ １ と 、 パ タ ー ン 格 納 部 １ ２ ３
と 、 デ ー タ 復 調 再 送 制 御 部 １ ２ ５ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 パ タ ー ン 格 納 部 １ ２ ３ は 、 送 信 側 無 線 通 信 装 置 １ ０ の パ タ ー ン 格 納 部 １ ０ ３ に 格 納 さ れ
て い る 対 応 関 係 と 共 通 の 情 報 を 格 納 し て い る 。 送 信 側 無 線 通 信 装 置 １ ０ と 受 信 側 無 線 通 信
装 置 １ ２ と で 一 意 的 に 決 定 さ れ た 対 応 関 係 を 予 め 格 納 し て お い て も よ く 、 送 信 側 無 線 通 信
装 置 １ ０ と 受 信 側 無 線 通 信 装 置 １ ２ と で 対 応 関 係 を 相 互 に 通 信 し て 、 共 通 の 情 報 を 格 納 し
て も よ い 。 無 線 リ ソ ー ス 割 り 当 て 部 １ ２ １ は 、 Ｒ Ｔ Ｔ 前 に 送 信 し た 再 送 要 求 信 号 に よ り 、
初 回 送 信 パ ケ ッ ト で あ る か 、 再 送 パ ケ ッ ト で あ る か を 事 前 に 認 識 し て い る た め 、 初 回 送 信
パ ケ ッ ト の 場 合 に は 、 リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク ＃ １ ～ ＃ Ｎ の 中 か ら 所 定 の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク を 抽
出 す る 。 ま た 、 再 送 パ ケ ッ ト の 場 合 に は 、 パ タ ー ン 格 納 部 に 格 納 さ れ て い る 対 応 関 係 に 基
づ い て 、 受 信 側 無 線 通 信 装 置 で 使 用 す る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク を リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク ＃ １ ～ ＃ Ｎ
の 中 か ら 抽 出 す る 。 デ ー タ 復 調 再 送 制 御 部 １ ２ ５ は 、 抽 出 し た リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク を デ ー タ
復 調 し 、 ユ ー ザ デ ー タ を 構 成 す る 。 そ の 後 、 誤 り 検 出 （ 及 び 誤 り 訂 正 ） を 行 い 、 必 要 に 応
じ て 再 送 要 求 信 号 を 送 信 側 無 線 通 信 装 置 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 対 応 関 係 の 決 定 方 法 ）
　 図 ５ は 、 初 回 送 信 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 再 送 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の
第 １ の 対 応 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 第 １ の 対 応 関 係 で は 、 最 大 送 信 回 数 ま で の 対 応 関 係 を 予
め 送 信 側 無 線 通 信 装 置 及 び 受 信 側 無 線 通 信 装 置 で 定 め て お く 。 こ の よ う に す る こ と で 、 対
応 関 係 の パ タ ー ン 変 更 の 自 由 度 が 高 く な り 、 最 も ダ イ バ ー シ チ 効 果 が 得 ら れ る 構 成 を 予 め
定 め て お く こ と が 可 能 に な る 。 一 方 、 最 大 送 信 回 数 の 増 加 に 伴 い 、 記 憶 す る 対 応 関 係 の 情
報 量 が 増 大 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は 、 初 回 送 信 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 再 送 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の
第 ２ の 対 応 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 第 ２ の 対 応 関 係 で は 、 ｎ 回 目 の 送 信 と （ ｎ ＋ １ ） 回 目 の
送 信 と の 対 応 関 係 を 予 め 送 信 側 無 線 通 信 装 置 及 び 受 信 側 無 線 通 信 装 置 で 定 め て お く 。 こ の
よ う に す る こ と で 、 図 ５ と 比 較 し て 記 憶 す る 対 応 関 係 の 情 報 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。
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一 方 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 例 え ば 初 回 送 信 時 と ３ 回 送 信 時 と で 使 用 す る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク
が 同 じ に な る 場 合 が あ り 、 ダ イ バ ー シ チ 効 果 が 図 ５ と 比 較 し て 減 少 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ は 、 初 回 送 信 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 再 送 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の
第 ３ の 対 応 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 第 ３ の 対 応 関 係 で は 、 送 信 側 無 線 通 信 装 置 と 受 信 側 無 線
通 信 装 置 と で 共 通 に 有 す る 変 数 に 基 づ い て 対 応 関 係 の パ タ ー ン を 生 成 す る 。 例 え ば 、 フ レ
ー ム 番 号 は シ ス テ ム 情 報 と し て 報 知 さ れ る た め 、 こ の フ レ ー ム 番 号 を 変 数 と し て 使 用 し て
パ タ ー ン を 生 成 す る こ と が で き る 。 フ レ ー ム 番 号 か ら パ タ ー ン を 生 成 す る 方 法 と し て 、 例
え ば 以 下 の 式 を 使 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Chunk(n+1)=(Chunk(n)+Δ FN)mod(MAX_CHUNK)
　 nは 送 信 回 数 を 示 し 、 初 回 送 信 時 は n=1で あ り 、 １ 回 再 送 時 は n=2で あ る 。 Chunk(n)は n回
目 に デ ー タ を 送 信 す る と き の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク の 番 号 を 示 し 、 図 ７ で は リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク
が ６ 個 存 在 す る た め 、 Chunk(n)は ０ ～ ５ の 中 か ら 割 り 当 て ら れ た 番 号 に 相 当 す る 。 す な わ
ち 、 初 回 送 信 パ ケ ッ ト ＃ ０ の Chunk(n)は ０ 、 初 回 送 信 パ ケ ッ ト ＃ １ の Chunk(n)は １ で あ る
。 Δ FNは フ レ ー ム 番 号 の 変 化 量 （ 図 ７ で は ４ ） で あ り 、 MUX_CHUNKは リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク の
最 大 数 （ 図 ７ で は ６ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 式 に 基 づ い て 、 初 回 送 信 パ ケ ッ ト ＃ ０ が １ 回 再 送 時 に 送 信 さ れ る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク
Chunk(n+1)を 求 め る こ と が で き 、 Chunk(n+1)=(0+4)mod(6)=4に な る 。 こ の よ う に 、 再 送 時
の 対 応 関 係 を 所 定 の 変 数 に 基 づ い て 計 算 す る こ と で 、 図 ５ と 比 較 し て 記 憶 す る 対 応 関 係 の
情 報 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 も 、 例 え ば 初 回 送 信 時 と ３ 回 送 信 時 と で 使 用 す
る リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク が 同 じ に な る 場 合 が あ り 、 ダ イ バ ー シ チ 効 果 が 図 ５ と 比 較 し て 減 少 す
る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 対 応 関 係 の 通 知 方 法 ）
　 次 に 、 図 ５ ～ ７ を 用 い て 定 め ら れ た 対 応 関 係 を 送 信 側 無 線 通 信 装 置 と 受 信 側 無 線 通 信 装
置 と で 共 通 に 保 持 す る た め に 、 対 応 関 係 を 一 方 か ら 他 方 に 通 知 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ に 、 対 応 関 係 を 予 め 一 意 的 に 決 定 し 、 送 信 側 無 線 通 信 装 置 及 び 受 信 側 無 線 通 信 装 置
の パ タ ー ン 格 納 部 （ 図 ４ の １ ０ ３ 及 び １ ２ ３ ） で 共 通 に 保 持 す る 方 法 が あ る 。 こ の 方 法 は
、 送 信 側 無 線 通 信 装 置 か ら 受 信 側 無 線 通 信 装 置 又 は 受 信 側 無 線 通 信 装 置 か ら 送 信 側 無 線 通
信 装 置 に 対 応 関 係 を 通 知 す る 必 要 が な い た め 、 オ ー バ ー ヘ ッ ド が 小 さ く な る と い う 特 徴 を
有 す る 。 一 方 、 対 応 関 係 の 変 更 は で き な く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ に 、 シ ス テ ム 情 報 と し て 報 知 チ ャ ネ ル で 送 信 す る 方 法 が あ る 。 例 え ば 、 報 知 チ ャ ネ
ル を 用 い て 、 セ ル 毎 に 対 応 関 係 を 変 更 す る こ と が で き る 。 送 信 側 無 線 通 信 装 置 の パ タ ー ン
格 納 部 （ 図 ４ の １ ０ ３ ） に 格 納 さ れ た 対 応 関 係 は 、 共 通 制 御 チ ャ ネ ル を 使 用 し て 報 知 チ ャ
ネ ル （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 受 信 側 無 線 通 信 装 置 に 送 信 さ れ 、 受 信 側 無 線 通 信 装 置 の パ タ ー
ン 格 納 部 （ 図 ４ の １ ２ ３ ） に 格 納 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 複 数 の 対 応 関 係 の パ タ
ー ン を 保 持 し て お き 、 パ タ ー ン の 変 更 を 行 う こ と が で き る よ う に な る が 、 第 １ の 方 法 に 比
較 し て オ ー バ ー ヘ ッ ド が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ３ に 、 呼 設 定 時 に レ イ ヤ ３ シ グ ナ リ ン グ と し て 共 有 デ ー タ チ ャ ネ ル で 通 知 す る 方 法 が
あ る 。 送 信 側 無 線 通 信 装 置 の パ タ ー ン 格 納 部 （ 図 ４ の １ ０ ３ ） に 格 納 さ れ た 対 応 関 係 は 、
共 有 チ ャ ネ ル （ 各 ユ ー ザ か ら の デ ー タ と し て 図 ４ の パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 １ ０ ５ に
入 力 さ れ 、 共 有 チ ャ ネ ル に 送 出 さ れ る ） を 用 い て 受 信 側 無 線 通 信 装 置 に 送 信 さ れ 、 受 信 側
無 線 通 信 装 置 の パ タ ー ン 格 納 部 （ 図 ４ の １ ２ ３ ） に 格 納 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、
呼 設 定 毎 に 異 な る パ タ ー ン を 設 定 す る こ と が で き る が 、 オ ー バ ー ヘ ッ ド が 増 大 す る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 願 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 再 送 時 に 周 波 数 ダ イ バ ー シ チ 効 果 を 得 る こ
と が で き 、 再 送 の 特 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 に お い て 種 々
の 変 更 及 び 応 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の ハ イ ブ リ ッ ド Ａ Ｒ Ｑ の ２ つ の 方 式 を 示 す 図
【 図 ２ 】 周 波 数 領 域 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 用 い た 場 合 の 従 来 技 術 の ハ イ ブ リ ッ ド Ａ Ｒ Ｑ で の
再 送 を 示 す 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 従 っ た 再 送 方 法 を 示 す 概 略 図
【 図 ４ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 通 信 シ ス テ ム の 構 成 図
【 図 ５ 】 初 回 送 信 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 再 送 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の 第
１ の 対 応 関 係 を 示 す 図
【 図 ６ 】 初 回 送 信 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 再 送 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の 第
２ の 対 応 関 係 を 示 す 図
【 図 ７ 】 初 回 送 信 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と 再 送 パ ケ ッ ト の リ ソ ー ス ブ ロ ッ ク と の 第
３ の 対 応 関 係 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ ０ 　 送 信 側 無 線 通 信 装 置
　 １ ２ 　 受 信 側 無 線 通 信 装 置
　 １ ０ ３ 　 パ タ ー ン 格 納 部
　 １ ０ ５ 　 パ ケ ッ ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部
　 １ ０ ７ 　 チ ャ ネ ル 符 号 化 部
　 １ ０ ９ 　 デ ー タ 変 調 部
　 １ １ １ 　 無 線 リ ソ ー ス 割 り 当 て 部
　 １ ２ １ 　 無 線 リ ソ ー ス 割 り 当 て 部
　 １ ２ ３ 　 パ タ ー ン 格 納 部
　 １ ２ ５ 　 ユ ー ザ デ ー タ 構 成 部
　 １ ２ ７ 　 チ ャ ネ ル 処 理 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2007-194747 A 2007.8.2



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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